
海岸線に整備されている道路を歩
くと、暖流が暖かく身を包み、安

らかな気分に浸ることができます。と
くに冬季に見られる落日の海と、その夕
日に映える松林のコントラストは美景で
す。

住民の生活を守る重要な松林
松原の
今昔物語

　千々石海岸の西岸一帯は、海岸から直接田畑が続いてい
ます。風波のさいは砂を巻きあげ、波しぶきを田畑にまき
散らし、住民は度重なる収穫の減少に非常に苦しんでいま
した。1618 年頃、当時の島原藩主・松倉重政は代官に堤防
を築くように命じ、代官は住民を指揮し、西岸 18 町に堤防
を築き、その上に松を植えたといわれます。松林は防風林、
防潮林の役目を十分に果たし、住民の生活を守り、今日の
千々石を育ててきたのです。
　松原は、岩礁や陸地が直接海に接する湾内でひときわ美
しいところです。昭和 58 年には「日本の自然百選」、昭和
62 年には「白砂青松 100 選」に選定されました。

橘湾の最奥部に南北 2kmにわたって直線に延び
る海岸線に、松林と家並みが細長くつらなって
います。

立地環境
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●電車やバスの場合
諫早バスターミナルより雲仙方面

へ50分、「千々石海水浴場前」下車、
徒歩5分
●車の場合
長崎自動車道「諫早」I.C. から雲仙方面
へ40分

千々石海岸
●所在地／雲仙市千々石町下峰名地内
●規　模／幅0.02km、長さ1.5km、面積2ha、樹齢40年
●指　定／防風保安林
●問合せ／雲仙市農林水産課林務水産班　電話0957-38-3111（代表）
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